
 

 

2020 年 1 月 22 日 【第 1166 回】 

1月 22日の卓話 1月 15日の出席率 1月 29日の卓話 

 
 

「職業奉仕部門フォーラム」 

総合担当： 

職業奉仕委員長 佐藤大輔様 

  
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員在籍者数       43名 

会員出席者数       22名 

会員欠席者数    21名 

本日の出席率     53.66％ 

 

「成長企業のビジョン実現に向けた

資金繰り改善戦略」 

株式会社船井総合研究所 

Ｍ＆Ａ支援部 財務・組織再編 

チームリーダー 小松 靖教様 

 

≪第 1165 回 例会報告 2020 年 1 月 15 日≫ 

 

司会：入澤会員 

 
■点鐘：佐藤正樹会長 

 
■ロータリーソング斉唱「それでこそロータリー」 

：ソングリーダー 坂本康朋会員 

■「四つのテスト」斉唱（歌） 

■「ロータリーの目的」 

東京臨海 RCVer.唱和：佐藤大輔会員 

 
■来賓・ゲストスピーカー紹介：佐藤正樹会長 

 

ゲストスピーカー 及川信之様 

■ビジター紹介：山田会員 

 山本和夫様（東京江戸川ＲＣ） 

 

 
■１月のお祝い：親睦委員会 田村副委員長 

 

・会員誕生日 山田晃久会員、鈴木孝行会員、 

大西洋平会員、佐藤大輔会員、 

髙橋映治会員 

 

・奥様誕生日 篠塚仁会員夫人、髙橋映治会員夫人、

西脇昌会員夫人、鈴木孝行会員夫人、 

       柴田剛会員夫人、篠塚慎之介会員夫人 

 

・結婚記念日 佐久間裕章会員、勝間田健一会員、 

鈴木孝行会員、須藤宗之介会員 

 

・出席 100％ 6年：髙橋映治会員 

 

・「誕生日の歌」：ソングリーダー：坂本康朋会員 
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・１分間スピーチ：大西洋平会員 

今月１２日に４２回目の誕生日を迎えることが出 

来ました。先輩の皆様の支えでございます。ありが 

とうございます。父が４２歳の時、私は小学校６年 

生でしたが、その年、父が初めて都議会議員に出馬 

して落選した年ですので、とてもよく覚えておりま 

す。自分がその歳になるということで不思議な感じ 

が致しますが、私は良い歳にしようと思っておりま 

す。ありがとうございました。 

 

 
■会長報告：佐藤正樹会長 

 
・今井忠会員がポール・ハリス・ソサエティに認証さ

れましたので、認証状とウィングが届きました。贈

呈いたします。 

（ロータリー創設者の名にちなんだポール・ハリス・

ソサエティ（ＰＨＳ）は、年次基金、ポリオプラス、 

財団が承認した補助金プロジェクトへ、毎年 1,000 

米ドル以上を寄付くださる方を認証するためのプロ

グラムです。） 

 

・今年度後半の田村純治ガバナー補佐訪問日は、4月 8

日（水）に決まりましたので、会員皆様のご出席を

お願いいたします。 

 

■幹事報告：杉浦幹事 

・1月の理事役員会議事録は、1月 8日会員皆様へメー

ル送信致しました。 

・ガバナー月信１月号は、１２月２６日に会員皆様へ

メール送信しました。ロータリーの友１月号は、１

月８日にメールボックスに配布しました。バギオだ

より１月号は、本日メールボックスにお入れしまし

た。 

・首里城火災義援金として、会員皆様より 41,000円お

預かりしました。本日、第 2580地区へ送金いたしま

す。 

・東京臨海ＲＣ忘年家族会の写真を写真共有サイトに

アップしました。公開期間は、2 月 9 日までですの

で、それまでにご覧ください。 

 

 

 
■委員会報告 

・職業奉仕委員会（佐藤大輔委員長） 

 職業奉仕部門フォーラムを来週 1月 22日例会後に開

催致します。 

・社会奉仕委員会（大澤委員長） 

 第 2580地区からのご連絡です。東日本大震災被災地

復興支援「気仙沼視察」を 3 月 26 日（木）～27 日

（金）の日程で開催します。詳細は、ホワイトボー

ドに掲示いたしました。 

・青少年奉仕委員会（入澤委員長） 

 国際ロータリー第 2580 地区ローターアクト第 31 回

関東ブロック研修会が 3 月 7 日（土）タワーホール

船堀にて開催されます。ご参加いただける方は、1

月 29 日までに東京臨海ＲＣ事務局あて、登録料

9,000円を添えてお申し込みください。 

・国際奉仕委員会（酒井副委員長） 

 ハワイで行われる国際大会の際の「日本人朝食会」

が 6 月 7 日（日）シェラトン・ワイキキ・ホテルに

て開催されます。会費：8,000円。参加希望の方は、

東京臨海ＲＣ事務局あて、１月２９日までにお申し

込みください。 
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■出席状況報告：柴田会員 

⇒詳細 1頁バナー下に掲載。 

■ニコニコ BOX報告：今井会員 

(ご意向)久しぶりに伺います。よろしくお願いいたし

ます。：山本和夫様（東京江戸川ＲＣ） 

(ご意向)らいおんはーと 及川信之様、本日の卓話、

よろしくお願いいたします。：佐藤正樹会長、杉浦幹

事、須藤会員、今井会員、田村会員、入澤会員、 

山田会員、酒井会員、斉藤会員、尾身会員、柴田会

員、佐久間裕章会員、白井会員、坂本康朋会員、 

篠塚慎之介会員、大澤会員、大西会員、勝間田会員、

田中会員 

 
 

 

■卓 話（紹介者：尾身会員） 

 

 
「子ども食堂について」 

 

特定非営利活動法人らいおんはーと 

理事長 及川信之様 

 

 本日は例会の貴重なお時間をいただきありがとうご

ざいます。昨年、一昨年と鹿骨のぬくぬくへ例会を開

きにお越しいただき、沢山のお菓子のプレゼントあり

がとうございます。子供たちもまたきてくれるのと、

申しております。本日は、これまでのらいおんハート

の活動報告をさせていただきます。どうぞ宜しくお願

い致します。発足の経緯と致しましては、私は、２０

１３年から２０１８年の間ＰＴＡ会の会長として活動

を致しておりましたが、子供たちの問題を実際に解決

するまでの活動は難しく、当時、白井教育長が船堀で

開いていたぬくもり塾を見学する機会がございました。

そこは、不登校の子や学習が遅れている子たちへ教育

長が自ら教えている場でした。マンツーマンで指導し

ていて、活き活きとしている姿を目にしたときに、深

く感銘を致しまして、行動しなければ何も解決しない

ということを学びました。不登校、貧困、孤食、いじ

め、家庭問題すべてを解決できる方法はないかと考え

ているところ、教育長がお話を聞いて下さり、その結

果、当時全国的に広がっていたこども食堂であれば解

決可能なのではないかということになり、ＰＴＡの会

長仲間に共感していただき、１０人のメンバーで教育

長にお願いをして、始めることになりました。初めは

町内会館で始めました。そして、第４回目からは小学

校の家庭科教室、音楽教室、体育館を借りて行ってお

りました。今も行っており、２３回目を迎えたところ

です。その後、白井教育長と大西先生のご紹介で、２

０１７年８月８日に京葉鈴木グループの鈴木代表とお

会いさせて頂けることになり、私たちの考えに共感し

ていただき、必要と感じていた、固定した場所探しを

していただけることになりました。その担当をしてい

ただいたのが西村社長でございました。色々なところ

を一緒に回っていただきました。２０１８年８月にご

逝去される少し前に、鹿骨に朝早く行くと、西村社長

が既にいらっしゃって、物凄いかすれた声で、場所を

借りることができてよかったねとおっしゃっていただ

けました。いつもいつもがんばれと応援して頂いてお

りました。西村社長のためにも、子供たちにとって本

当に良い場所にしなければならないと心に決めました。

このような多大なご協力をしていただいた鈴木代表に

は、本当に感謝致しております。最初は３人の小学生

しかおらず、いつも不安に思っておりました。そこで、

夏休みに学習サポートというサービスを告知したとこ

ろ、貧困のイメージが消えて、子供たちが徐々に集ま

り始めて、去年一年間は子供の利用者数が３８００人、

大人も同じくらい利用して頂いております。来てくれ

た子供や親と一緒に成長できていて、今では親が自分

のコーヒーカップをこども食堂に置いてあるほどにな

っています。ぬくもりこども食堂ぬくぬくは移動式の

こども食堂で、第三松江小学校で行っております。そ

の他にぬくもりこども食堂ぬっくぬっく亭も行ってお 

【20 件 41,000 円 今年度累計 1,229,000 円】 
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ります。クック亭さんの定休日を利用させていただい

ております。また昨年１２月１日にですが、江戸川一

丁目の社会福祉法人江東園さんにて３世代合同のこど

も食堂を実現することができ、毎月行っております。

このようにこども食堂を増やしていきたいと思ってお

ります。ぬくもりスペースぬくぬくは、ご飯をたべさ

せることからどんどん活動内容は多くなってきており、

食事から学習支援（フリースクール）をしております。

フリースクールについては、学校が認めれば出席扱い

になる活動でして、民間では江戸川区においては初め

てのことでございます。今まで小学校５年生から中学

校２年生まで不登校であった子が通信簿を持ってきま

して、とても前向きになって、学校にも行って製作を

してきたりするまでになりました。また、不登校の親

の会であるホットストーリーというものも作りました。

親は見ているんだよという思いでこの名前に致しまし

た。月一回悩み事を話し合ったりしております。忘年

会をした際に、７名の親が不登校の子供を連れてきて、

そこで他の子とつながりが出来て、一緒に遊んで、ま

た会う約束をしたりしておりました。そうやって少し

ずつ外に出ていけるようになればいいと思います。次

に、子供の経験の差を少なくする目的で、ワークショ

ップも行っており、色々な物を作ったり、色々な場所

へ連れて行って楽しい体験をしてもらうものです。伝

統工芸や農業体験、料理体験、国際交流などを行って

おります。そして、フードパントリーというものもや

っており、ドール社さんのバナナをセカンドハーベス

トさんご協力のもと、子供たちに届けております。こ

れからも子供のためにできることは何でもやっていこ

うと思っております。古紙回収、フリースクールの拡

大をしていきたいと思っております。会員募集も致し

ておりますので、ご入会がまだの方はぜひご入会をお

願い致します。必ずや、外部から応援して下さっても

恥ずかしくないようなこども食堂作りにこれからも邁

進して参ります。これからも今まで同様の温かいご支

援とご協力の程、宜しくお願い致します。今年一年間、

どうぞ宜しくお願い致します。 

  

■点鐘：佐藤正樹会長 


